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 社会見学で、広島原爆資料館と江波山気象館へ行きました。原爆資料館では、

貴重な被爆体験講話を聞かせていただきました。その後は、原爆資料館で展示物

を見て歩きました。江波山気象館のサイエンスショーでは、３つの実験を見せて

いただきました。理科の授業で学習した内容もありましたが、新しい発見や驚き

いっぱいの学びの多い体験となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「山・海・島」 

授業の中で発表しようとがんばっている姿を多く見かけるようになりました。

自分の考えを発表することは自分のためだけでなく、友達のためにもなります。

また、スピードアップを意識してノートにまとめたり、準備したりすることもで

きるようになりました。 

 新しい係活動では、工夫しながら係活動

を進めています。「サプライズ・お誕生日

係」は、友達の誕生日を祝うために、クロ

ームブックでスライドを作成し、お祝いの

準備をしました。サプライズも考えてお

り、係のみんなで協力してお祝いすること

ができました。 

    

 

子ども司書の活動で、本の紹介をしました。２人１組に

なって、各学年でおすすめの本を紹介してまわりました。

本に興味をもつ人が増えて、栗生小学校の読書運動が盛

り上がっていくといいですね。 

  

 家庭科の学習では、「みそ汁の作り方」を学習しま

した。本来であれば、学校で調理実習を行うところ

ですが、新型コロナウイルス感染防止の観点から、

実施することが難しい状況です。もし、ご協力いた

だけるようであればご家庭で「みそ汁」を一緒に作

ってみてください。その時は、是非作っている様子

やできたみそ汁を動画や写真で記録していただけれ

ばと思います。ご協力よろしくお願いします。 

ひばく体験をされた方の話を聞きました。１４万人もの死者が出たことにおどろ

きました。「なぜ、関係のない人まで死んでしまうのか。」ぼくは悲しい気持ちにな

りました。原ばく資料館では、ひばくされた方々の写真や映像がたくさんありまし

た。中には、目がとれそうな人や大やけどをおった人々がいました。ぼくは、とて

もこわくなりました。もう同じようなことが起こらないでほしいと思いました。ぼ

くは、外国の人ともコミュニケーションをとって、仲良くなれるようにしていきた

いです。げんばくの子の像のところで千羽づるをささげた時、「もう二度と原ばくが

落ちないように」といのりました。もう二度と原ばくで人が亡くなるようなことに

ならないでほしいです。江波山気象館では、空気が缶をつぶすほどの力があること

におどろきました。実際に、フラスコの中に雲ができたことにもおどろきました。

ぼくは、家でも空気を使った実験をしてみたいです。       川平 颯大 

 

 

 

 

 

 

 

 

私は社会見学で、原ばくのおそろしさを知りました。たった一発のばくだんの突

風は家もふき飛ばす強さで、１４万人以上の方々が亡くなられたそうです。けたは

ずれの高熱と放射線をともなっていて、黒い保護めがねをつけても目がくらむほど

だったそうです。逃げ場所もなかったそうです。しかし、今では広島に落とされた

原爆より何倍もい力があるばくだんがあるそうです。私は「原ばくをつくるのはや

めてほしいなと思いました。また、「どうしてそのような物を作るのだろう。」とぎ

問に思いました。科学をよい方向に使ってほしいと思いました。私は、外国の人と

コミュニケーションがとれるように、英語をがんばりたいと思いました。江波山気

象館では、マイナス５度の水を使った実験をしているのを見ました。私もマイナス

５度の水を作って実験をしてみたいです。            髙橋 花琉 


